
【テキストの修正】すべてがわかる世界遺産1500（中巻） 世界遺産検定1級公式テキスト

＊ 下の表の「HP掲載日」が、書籍の奥付にある増刷日より前のものは、修正が反映されています。

修 正 前 HP掲載日

　

エネディ山塊：自然的・文化的景観 ← エネディ山塊 2024年3月26日

　

ウンム・アン・ナール後期（前2200～前2200年頃） ← ウンム・アン・ナール後期（前2200～2200年頃） 2024年3月26日

　

泰山の「泰」は、古くは「太」であったとされ、 ← 泰山の「泰」は、古くは「大」であったとされ、 2024年3月26日

　

削除 ←
登山道の途中の崖には、般若経や詩などが刻まれている。泰山
は多くの文人墨客が訪れ、中国最古の詩集『詩経』をはじめとす
る文学作品にその景観が詠まれた。

2024年3月26日

　

 レドゥクシオンはアルゼンチンを中心にブラジルとパラグアイに
も点在しており、パラグアイに残る8つのミッションのうち、ラ・サン
ティシマ・トリニダ・デ・パラナとヘスス・デ・タバランゲの2ヵ所が登
録されている。ラ・サンティシマ・トリニダ・デ・パラナは、最も保存
状態のよい都市関連遺産で、イタリアのミラノ出身の建築家フア
ン・バウティスタ・プリモリの設計による石造りの教会や、学校、回
廊、墓地、先住民の住居跡、庭園などが残されている。ヘスス・
デ・タバランゲの都市遺構は1685年に別の場所で築かれたレ
ドゥクシオンが移築されたもの。未完の教会や隣接する学校、広
場跡の他、コティ・グアスとして知られる孤児や未亡人のための
家などがあった。イエズス会布教施設群で唯一みられる三つ葉
アーチは、 ムデハル様式の影響と考えられる。

←

最古の歴史を持つサン・コスメ・イ・ダミアンでは学校や墓地、住
居、日時計などの遺構が残る。タバランゲには、広場を中心に建
物が建設される教化集落特有の市街地がある。約4,000人が暮
らしたとされるラ・サンティシマ・トリニダ・デ・パラナは、最も熱心
に伝道に取り組んだ場所で、パラナ川流域の伝道の中心地で
あった。イエズス会の建築家フアン・バウティスタ・プリモーリの設
計したラ・サンティシマ・トリニダ聖堂は、1706年に築かれ、キリス
ト教の聖堂建築とグアラニ人の装飾芸術が融合したものとなって
いる。

2024年4月1日

　

ヒロノムス ← ヒロノマス 2024年3月26日

　

オオアリクイの餌場となっている。 ← オオアリクイの餌場なっている。 2024年3月26日

最終更新日 2024年4月1日

修 正 後

◆  P.033　-　バット、アル・フトゥム、アル・アインの考古遺跡　9行
目

◆  P.201　-　泰山　2段落1、2行目

◆  P.200　-　泰山　2段落1行目

◆  P.473　-　セラード自然保護地域群：ヴェアデイロス平原国立公
園とエマス国立公園　9行目

◆  P.461　-　ジョギンズの化石断崖群　4行目

◆  P.012　-　チャド共和国　2行目

◆  P.411　-　パラナ川沿いのイエズス会布教施設群：ラ・サンティ
シマ・トリニダ・デ・パラナとヘスス・デ・タバランゲ　6行目
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